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雛人形と花の町として知られる鴻巣市は、近年の都

市化により宅地化が進んて‘、おります。

鴻巣市東四丁目の農事試験場跡地につきましては、

既に埼王県、埼玉県住宅供給公社などによって公共施

設や住宅として活用されてきました。大蔵省て｀も、こ

の地に国家公務員の住宅環境整備の一環として鴻巣住

宅を建設することになりました。

建設予定地内は、既に埋蔵文化財の包蔵地て‘あるこ

とが知られておりましたが、その取り扱いについて、

関係機関が慎重に協議を重ねた結果、記録保存の措置

を講ずることになり、埼玉県埋蔵文化財訊］査事業団が

発掘調査を実施することになりました。

鴻巣市には、大規模な埴輪生産遺跡て｀ある生出塚埴

輪窯跡があります。また、国指定史跡埼玉古墳群も隣

接し、古墳との関わりが深い地域て｀あります。

江戸時代においては将軍の日光参拝、鷹狩りの宿泊

休憩に使用された鴻巣御殿が所在した地として知られ

ています。

調査の対象て‘‘ある新屋敷遺跡は、これまて｀に多くの

調査が実施され、旧石器時代から江戸時代まての遺

構・遺物が多数検出されておりますが、本報告は農事

試験場跡地に関連する調査報告書の最終となるものて‘‘

あります。

特に今回の調査て‘‘は、古墳跡が25基発見され、総数

77基にもなりました。古墳群の中心的な古墳として前

方後円墳が一基発見され、埼玉古墳群の築かれはじめ

た頃の土器や埴輪顆が出土しました。この古墳群と埼

玉古墳群との関係を考える上て重要な資料となるもの

てあります。

平安時代の集落から出土した陶器類は、東海地方て‘‘

焼かれたものがあり、予想以上広い範囲に流通してい

たことを窺わせます。

江戸時代ては、建物跡とそれを囲む溝跡・塀跡•井

戸跡などが多数発見されま した。また、 この地の小字

名が「新屋敷」と名付けられていることからも、周辺

に推定されている鴻巣御殿や新編武蔵風土記稿にみえ

る「限部屋」との関連が興味をひかれるところてあり

ます。

これらの成果をまとめたものが本書て‘あります。本

書が埋蔵文化財保護の基礎資料として、また、 学術研

究や教育・将及の資料として広く活用していただけれ

ば幸いてあります。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、発掘調

査に関する諸調整に御尽力をいただきました埼玉県教

育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、発掘調査から

報告書刊行に至るまて‘ヽ、御協力をいただきました大蔵

省関東財務局浦和財務事務所、鴻巣市教育委員会、並

びに地元関係者各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成10年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂
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本書は埼玉県鴻巣市に所在する、新屋敷遺跡に

関する発掘調査報告書て‘ある。遺跡の代表番地と、

発掘調査に対する文化庁指示通知は以下の通りて‘‘

ある。

新屋敷遺跡D区（略号SNYSK)

鴻巣市東4丁目384番地12他

平成 5年6月29B付け委保第 5の641号

平成6年4月27日付け文教第 2の20号

発掘調査は大蔵省合同宿舎鴻巣住宅の造成に伴

う事前調査てあり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課の調整を経て、大蔵省関東財務局の委託

により、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が

実施した。

発掘調査は平成 6年 4月 1日～平成 7年 9月

30日まて行い、平成 5年度が14,000m'、平成 6年

度が8,000m'、合計22,000面について実施した。

発掘調査の担当は以下の通りてある。

平成6年度

昼間孝志、田中正夫、熊沢孝之

平成 7年度

昼間孝志、西口正純、田中正夫

報告書作成事業は平成 8年度～ 9年度に受託

し、平成 8年 9月1日～平成 9年3月31日まてを

昼間、平成 9年 4月1日～平成10年3月31日まて‘‘

を昼間、大谷徹が担当し、実施した。

なお、発掘調査と整理事業の組織は 3頁に示し

た通りてある。

出土品の整理及び実測、作図、作表、 写真撤影

は昼間と大谷が主に行い、先土器時代については

西井幸雄、縄文時代については上野真由美が行っ

た。
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遺跡の基準点測量と航空写真は株式会社パスコ

に、巻頭カラー写真の一部は小川忠博に、出土遺

物の胎土分析は第四紀地質研究所に、漆器類は漆

器文化財科学研究所にそれぞれ委託した。

本書の執筆は主に昼間、大谷が行い、文責は以

下の通りてある。

I -1 埼玉県生涯学習部文化財保護課

I -2. 3、II、IX-1 • 2、

XI-1 • 2(1) • (2) 

IV、VIII-1 

Vlll-2 

X-1~4, 6~9、

昼間

III、VI、VII、Vlll-3 大谷

西井

＞
 

上野

田中正夫

IX-3、X-5、Xl-2(3) 佐々木健策

10 
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本書の編集は、当事業団資料部長、同副部長の

監修のもとに、資料部資料整理第一課の昼間、大

谷が行った。

本書に掲載した資料は、平成10年度以降、埼玉

県立埋蔵文化財センターが管理・保管している。

本書を作成するにあたり、下記の方々よりご教

示、御協力を賜った。（敬称略

赤井博之

岡田賢治

栗原文蔵

小林

山崎

裕

杉山晋作

鳥羽政之

武

江原昌俊

小倉

車崎正彦

斉藤

佐野五十三

均

進

渋谷正彦

鈴木裕子

贄 元洋

渡辺

鴻巣市教育委員会

埴輪研究会

五十音順）

太田博之

亀田浩子

郷堀英司

坂本和俊

白井哲哉

竹花宏之

松崎慶喜

大塚孝司

久能正博

小林博範

桜岡正信

新宅輝久

塚田良道

山形洋一

古代生廂史研究会



凡例

1 本書の遺跡全体図における X・Yの座標数値は

国土標準平面直角座標第IX系に基づく座標値を示

している。また、各遺構図における方位指示は、

すべて座標北を示している。

2 本遺跳におけるグリッドの呼称は、南西杭が基

準て‘ある。南から北へ向かってA~Z、AA、A

B、AC…、西から東へ向かって 1~34…となる。

また、グリッドはA~D区まて共通て‘ヽ 、新屋敷遺

跡全体を覆うようにグリッドを設定している。

3 グリッドは10mを大グリッドとして設定し、大

グリッドに 2mの小グリッドを25設定した。遺構

の位置等のグリッドの表記は、大グリッドを基準

としている。

4 本書における挿図内の遺構の表現は、便宜上、

下記の記号て表記した。

SJ…1主居跡 SB・・掘立柱建物跡

SA·•柵列

SK・・・土壊

SS • ••古墳

SD…溝

SE••井戸

SX…地下式壊

5 遺構番号は、原則として調査時に付した番号を

そのまま使用したが、一部変更したものがある。

住居跡、掘立柱建物跡、土槻、溝、井戸、古墳の

遺構番号はA区～D区の通し番号としている。

6 遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下の

通りてある。

遺構図

先土器時代遺物分布図・・1/40

住居跡・・・1/60

掘立柱建物跡・土壊•井戸… 1/80

柵列・ピット群• •1 / 200 

遺物微細図・・1/40

古墳 ••1/ 160

遺物

先土器時代石器 ••4/5

縄文時代の土器・石器 ••1/3

土師器・須恵器・陶磁器・・・1/4

円筒埴輪・形象埴輪…1/5• 1/4 

鉄製品・・1/2

石 ・土製品・・1/3

その他のものに関しては、スケール及び縮尺率

等をその都度表記している。

7 遺構断面図における水平数値は海抜高度を示し

ており、単位はmてある。

8 住居跡の遺構図における網掛部分は焼土の範囲

を表しており、●印のドットは遺物を示している。

9 古墳時代の土師器実測図における網掛部分は赤

色塗彩が行われている範囲を表している。

10 古墳時代・平安時代の須恵器は、断面を黒く塗

り、灰釉陶器は断面を網掛けした。

11 遺物観察表の記載は次の通りてある。

法量の（ ）付き数値は推定値を表し、単位は

cmてある。

胎土は肉眼て‘‘観察される範囲の混入物を記載し

た。

A…石英、 B••• 白色粒子、 C …白色針状物質、 D

…長石、 E…角閃石、 F•••赤色粒子、 G••黒色粒

子、 H…雲母、 I・・・片岩、 J…砂粒てある。

焼成Aは良好、 B普通、 C不良の 3ランクに分

けた。残存率は各部位に対するおおよその数値て‘‘、

厳密なものて‘‘はない。

12 本書に掲載した地形図は、建設省国土地管理院

発行の1/50000の地形図を使用した。

13 本書に使用した参考・引用文献は、（著者 発行

年）て表記し、巻末にその一覧を記載した。
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号土壊遺物出上状況、第280• 283号土壊 図版137 古墳出土円筒埴輪 (2)

図版113 第285• 288 • 289 • 299 • 300 • 291 • 294~296 図版138 古墳出土円筒埴輪（ 3)

号土墟 図版139 古墳出土円筒埴輪（ 4)

図版114 第301号土墟遺物出土状況、第302• 303 • 図版140 古墳出土円筒埴輪（ 5)

309~314号土堀 図版141 古墳出土円筒埴輪 (6)

図版115 第321• 323 • 324 • 326 • 327 • 330 • 331 • 341、 図版142 古墳出土円筒埴輪（7)

391号土壊 図版143 古墳・グリッド出土形象埴輪

図版116 第392• 393 • 397 • 398 • 984 • 399 • 400 • 407、 図版144 第60号墳出土円筒埴輪（ 1)

445号土壊、 596号土壊遺物出土状況 図版145 第60号墳出上円筒埴輪（ 2)

図版117 第602• 618 • 682 • 652 • 664 • 713 • 721 • 722 図版146 第60号墳出土円筒埴輪（ 3)

号土塙 図版147 第60号墳出土円筒埴輪（ 4)

図版118 第723号土墟、第793号土壊遺物出土状況、土 図版148 第60号墳出土円筒埴輪 (5)

堀群、第9号地下式壊、ピット(U-lOG) PlO、 図版149 第60号墳出土円筒埴輪 (6)

(AA-20G)Pl遺物出士状況 図版150 第60号墳出土円筒埴輪（ 7)

図版119 先土器時代の石器（ 1) 図版151 第60号墳出土円筒埴輪（ 8)



図版152 第60号墳出土円筒埴輪 (9) 図版183 住居跡出土遺物 (9)

図版153 第60号墳出土円筒埴輪 (10) 図版184 住居跡出土遺物 (10)

図版154 第60号墳出土円筒埴輪（11) 掘立柱建物跡出土遺物 (2)

図版155 第60号墳出土円筒埴輪 (12) 井戸出土遺物 (3)

図版156 第60号墳出土円筒埴輪（13) 図版185 井戸出土遺物（ 4)

図版157 第60号墳出土円筒埴輪（14) 土城出土遺物 (2)

図版158 第60号墳出土形象埴輪（1) グリッド出土遺物 (3)

図版159 第60号墳出土形象埴輪 (2) 図版186 井戸出土遺物 (5)

図版160 第60号墳出上形象埴輪（ 3) 溝出土遺物 (3)

図版161 第60号墳出土形象埴輪（ 4) 図版187 住居跡出土遺物（11)

図版162 第60号墳出土形象埴輪（ 5) 図版188 住居跡出土遺物 (12)

図版163 第60号墳出土形象埴輪 (6) 図版189 住居跡出土遺物 (13)

図版164 第60号墳出土形象埴輪（ 7) 土塘出土遺物 (3)

図版165 第60号墳出土形象埴輪（ 8) グリッド出土遺物 (4)

図版166 第60号墳出土形象埴輪（ 9) 図版190 土堀出土遺物 (4)

図版167 第60号墳出土形象埴輪(10) 図版191 士壊出土遺物 (5)

図版168 古墳出土鉄製品（ 1) 1認跡出土遺物 (14)

図版169 古墳出土鉄製品 (2)• 鈴洛登 図版192 住居跡出土遺物 (15)

図版170 古墳出土紡錘車 図版193 住居跡出土遺物(16)

図版171 住居跡出土遺物（ 1) 溝出土遺物 (4)

図版172 住居跡出土遺物 (2) グリッド出士遺物（ 5)

図版173 住居跡出土遺物 (3) 図版194 住居跡出土遺物 (16)

図版174 11:J居跡出土遺物 (4) 土堀出土遺物 (6)

図版175 11:J居跡出土遺物 (5) グリッド出土遺物 (6)

図版176 11:J吾跡出土遺物 (6) 井戸出土遺物 (6)

図版177 1打吾跡出土遺物 (7) 図版195 住居跡出土金属器（ 1)

図版178 1担苦跡出土遺物 (8) 図版196 住居跡出土金属器 (2)

掘立柱建物跡出土遺物(1) 図版197 住居跡出土金属器 (3)

図版179 井戸出土遺物（ 1) 図版198 住居跡出土金属器 (4)

図版180 井戸出土遺物（ 2) 土堀・溝出土金属器

溝出土遺物（ 1) 古銭（ 1)

図版181 溝出土遺物 (2) 図版199 古銭（ 2)

土墟出土遺物（ 1) 図版200 住居跡出土砥石

グリッド出土遺物(1) その他の遺構出土砥石

図版182 グリッド出土遺物 (2)



I調査の概要

1.発掘調査に至る経過

鴻巣市東4丁目の農事試験場跡地利用については、

国、埼玉県、埼玉県住宅供給公社により開発事業が計

画され、各々の施設建設計画が進行しているところて‘‘

ある。大蔵省て‘‘は、平成6年度及び 7年度の宿舎設置

計画に基づき、 当事業地における宿舎建設が計画され

た。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課て‘は、こうし

た各種開発事業に対応するため、開発部局と事前協議

を行い、文化財保護と開発事業との調整を進めている

ところて‘、ある。

当事業にかかる埋蔵文化財包蔵地の取扱いについて

は、農事試験場跡地開発に係る事業者を代表して、埼

玉県住宅供給公社理事長より、平成元年11月20日付け

元埼住公企第109号て埋蔵文化財の所在についての照

会があった。開発予定地には新屋敷遺跡が所在するこ

とが既に知られていたが、遺構・遺物の密度、範囲等

について不明な点があったため、試掘調査を実施した。

文化財保護課て‘はその結果を持って、平成元年12月25

日付け教文第1274号て、埋蔵文化財の所在とその取扱

いについて、次のように回答した。

1 埋蔵文化財の所在

名称 種別 時代 所在地

新屋敷遺跡 集落跡 縄文、古墳 鴻巣市東 4

(No.13-024) 古墳群 奈良•平安 丁目地内

近世

2 取り扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地については現状て保存する

こと力苔旦ましいが、事業計画上やむを得ず現状を変更

する場合は、事前に文化財保護法第57条の 3の規定に

基づいて文化庁長官あての発掘通知を提出し、記録保

存のための発掘調資を実施してください。

なお、発掘調査の実施については当教育局指導部文

化財保護課と別途協議してください。

発掘調査については、調査実施機関て‘、ある財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団、大蔵省関東財務局、文

化財保護課の三者により、調査方法、期間、経費等を

中心に協議が行われ、その結果、平成6年度は平成6

年 7月1日から平成 7年3月31日まて‘‘、平成7年度は

平成 7年 4月1日から同年 9月30日まての予定て発

掘調査が実施されることて‘協議力害をった。

各年度における発掘調査に先立って、事業者側から

文化財保護法第57条の 3第 1項の規定に基づく発掘

通知が、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団からは

同法57条第 1項の規定に巷づく発掘調査届が提出さ

れ、発掘調査が実施された。

なお、調査届に対する指示通知番号は、次の通りて‘‘

ある。

平成6年 8月11日付け教文第 2-81号

平成 7年 4月18日付け教文第 2-4号

（文化財保護課）
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2. 発掘調査・報告書作成の経過

(1)発掘調査

新屋敷遺跡D区の発掘調査は、平成6年7月1日か

ら平成 7年 9月30日にかけて行われた。

平成 6年 7月1日から発掘調査の準備を始め、 7月

末まて‘‘にプレハブ用地の調査を終了して、設営を行っ

た。また併行して調査区内に存在する雑木の伐採や片

づけ、農業試験場跡地に雛壇状に残されたコンクリー

トの擁壁の撤去等を行い、 8月下旬頃まて‘‘に終了した。

整地が完了してから、表土除去を始めたが、調査区

内て残土を反転させる必要があり、調査区内の約 6割

の面積の表土除去を行って 9月末頃まて‘‘に終了した。

調査は表土除去と併行して行われたが、本格的には

10月に入ってからとなった。調査はプレハブ事務所の

出入り口や交通状況を考慮し、西側から行った。D区

からは予想以上に遺構・遺物が多く検出され、新屋敷

遺跡ては初めて前方後円墳の存在も明らかになった。

平成 7年 3月18日には現地説明会を行い、みぞれ混

じりの寒風の中、県内外から多くの参加者を得、改め

て本遺跡に対する関心の高さが窺えた。

2月の中旬頃まて‘‘に調査区の西半分（前方後円墳の

一部を除く）の調査を終了、航空写真測量を撮影した。

3月中旬頃まて‘‘に埋め戻しと、残土の反転、東半分の

調査区の表土除去を終了し、確認忍調査と合わせて調査

を進めた。

平成 7年度は、前年度に調査途中てあった前方後円

墳の東側部分から調査を開始し、順次東側へと進め、

先土器時代を除く調査を 8月末まて‘‘に終了した。

9月より C区から続く、調査区北東部の谷頭側に広

がる先土器時代の調査を開始した。

9月下旬まて‘‘に遺構図等のチェックを終えた後、航

空写真撮影等を行い、 9月末まて‘‘に調査のすべてを終

了した。

(2)整理作業

整理作業は平成 8年 4月 1日～平成10年 3月31日

まて行った。

平成8年4月1日から図面整理と出土遺物の水洗．

注記を行った。図面整理は併行して、第二原図を作成

した。水洗・注記は 7月末て‘‘終了し、 8月からは平安

時代以降の遺物の分類作業を行った。その後接合・復

元・拓本採りを行い、平安時代～江戸時代の接合・復

元は10月中旬まてにはぱ終了し、 実測図の作成を開始

した。

10月からは平安時代の住居跡の第二原図の作成を

開始し、順次トレースに入った。拓本採り及び平安時

代以降の遺物実測も翌年3月まて‘‘に終了した。また、

平安時代以降の接合・復元が終わると同時に、古墳時

代の遺物を分類した後、接合・復元も進め、 翌年3月

に終了した。

平成 9年 4月からは、平成 8年度に作成した第二原

図及び遺物のトレースを行い、版下作成を行った。同

時に、古墳時代後期の遺物の実測を開始し、 11月上旬

に終了した。

4~7月は先土器時代、縄文時代の図面整理を行う

と共に、石器と土器の接合作業を行った。また、古墳

時代前期の出土遺物も実測を開始した。

8~9月は先土器時代の石器の実測と、縄文時代の

拓本採りを行った。また、遺構の版組も同時に進行し、

大部分を終了した。

11~12月上旬まて‘‘には遺物・先土器・縄文時代の版

組みと写真撮影が、 12月下旬まて‘‘には先土器・縄文時

代の版組も終了した。また、併行して行われていた原

稿執筆も 12~1月上旬まて‘‘に終了して、全体の割付も

ほどなく、終了した。 2月上旬には編集も終了して印

刷校正に入り、 3月31日に本報告書を刊行した。
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3.発掘調査、整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成 6• 7年度） (2) 整理事業（平成 8• 9年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副理事長 富田真也 副理事長 富田真也

専務理事 栃原嗣雄 (H6) 専務理 事 吉 川 國男 (HS)

専務理事 吉 川國 男 (H7) 専務理事 塩野 博 (H9)

常務理事（兼）管理部長 加藤敏昭 (H6) 常務理事（兼）管理部長 稲葉文夫

常務理事（兼）管理部長 新井秀直 (H7) 理事（兼）調査部長 小川良祐 (H8)

理事（兼）調査部長 小川良祐 理事（兼）調査部長 梅沢太久夫 (H9)

く管理部＞ く管理部＞

庶務課長 及川孝之 庶務課長 依田 透

主 禾旦 市川有三 主 フ旦 西沢信行

主 任 長滝美智子 (H7) 主 任 長滝美智子

主 事 長滝美智子 (H6) 主 任 腰塚雄二(H9)

主 事 菊池 久 主 事 菊池 久 (H8)

専門調査員（兼）経理課長 関野栄 専門調査員（兼）経理課長 関野栄

主 任 江田和美 主 任 江田和美

主 任 福田昭美 (H7) 主 任 福田昭美

主 事 福田昭美 (H6) 主 任 腰塚雄二 (H8)

主 任 腰塚雄二 (H7) 主 任 菊池 久 (H9)

主 事 腰塚雄二 (H6)

く資料部＞

く調査部＞ 資料部長 梅沢太久夫 (HS)

調査部副部長 高橋 夫 資料部長 谷井 彪 (H9)

調査第四課長 酒井清治 主幹（兼）資料部副部長 谷井 彪 (H8)

主任調査員 昼間孝志 主幹（兼）資料部副部長 小久保徹(H9)

主任調査員 西口正純 (H7) 専門調査員（兼）資料整理第一課長 今泉泰之 (H8)

主任調査員 田中正夫 専門調査員（兼）資料整理第一課長 坂野和信(H9)

調 禾旦 員 熊澤孝之 (H6) 主 フ耳 昼間孝志 (H9)

主任調査員 昼間孝志 (H8)

主任調査員 大谷 徹 (H9)
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II遺跡の立地と珊境

新屋敷遺跡は鴻巣市東4丁目に所在し、JR高崎線

鴻巣駅の北東約0.9kmに位置する。

鴻巣市は埼玉県の中央よりやや東に位置し、行政区

ては東は北埼玉郡騎西町、南埼玉郡菖蒲町、西は北足

立郡吹上町と荒川を境として比企郡吉見町、南は桶川

市・北本市、北は行田市・北埼玉郡川里村に接してい

る。市のほば中央部を旧中山道を挟んてJR高崎線と

国道17号力惰従断し、東部の低地部を上越新幹線が通過

している。

地形的には大宮台地が北西方向に半島状に突き出し

た位置に所在し、東側を元荒川、西側を荒川がそれぞ

れ南流し、加須低地、荒川低地と呼ばれる肥沃な沖積

低地を形成している。また元荒川流域には自然堤防が

帯状に発達し、従来は遺跡の分布が知られていなかっ

た自然堤防上にも、近年の調査により遺跡の発見が相

次いて‘‘いる。

新屋敷遺跡は元荒川に向かう台地東側斜面に位置

し、遺跡の標高は14~19mを測る。調査区内は農林水

産省農事試験場の実験圃場として利用されていたため

雛壇状の造成が行われ、旧地形が大きく改変されてい

た。現状ては旧地形を復元することは難しいが、標高

15~16mラインを境に上位・下位段丘面に大きく分け

られる。また調査区北端から隣接する C区にかけて埋

没谷が大きく湾入し、地表面からの観察以上に複雑な

微地形を形成していることが明らかにされた。

遺跡周辺における台地部の標高は鴻巣市原馬室付近

て‘約25mを測り、北と東に向かってなだらかに傾斜し

ている。一方、台地西側縁辺部は荒川低地と約8mの

比高差を測りやや急峻て‘‘あるが、その崖線も北に行く

につれ低くなり、鴻巣市箕田付近て‘‘洪積台地は河川の

堆積土によって埋没し、自然堤防状の微裔地となって

いる。また台地の西側縁辺部は、荒川低地に向かって

多くの小支谷が発達しているのに対して、東側縁辺部

は比較的緩やかに低地部へ移行し、台地部と低地部の

境界は不明瞭となる。このような地理的条件から、荒

川水系と元荒川水系の台地縁辺部に沿って数多くの遺

跡が分布していることが近年の発掘調査て‘‘明らかにさ

れている。

第 1図埼王県の地形図 I‘
―
 

巳疇 □ロロ
山地 凹地丘陵 台地 低地

゜
20Km 
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第 2図 先土器～古墳時代の遺跡分布図

1.新屋敷遺跡 2.生出塚遺跡 3.中三谷遺跡 4.安養寺古墳群 5.舟塚古墳 6.笠原古墳群 7.埼

玉古墳群 8.若王子古墳 9.小針遺跡 10.佐間古墳群 11.三方塚古墳 12.小見真観寺古墳 13.虚空蔵

山古墳 14.真名板高山古墳 15.袋・台遺跡 16.築道下遺跡 17.箕田古墳群 18.富士山南遺跡 19.宮前

本田遺跡 20.二本木遺跡 21.登戸新田遺跡 22.城山遺跡 23.大間原遺跡 24.下間遺跡 25.馬室将軍塚

古墳 26.馬室小校庭内遺跡 27.馬室埴輪窯跡群 28.赤台遺跡 29.権現遺跡 30.北袋古墳 31.小沼耕地

1号墳 32.東浦古墳 33.夫婦塚古墳 34.天王山塚古墳
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先土器時代の遺跡は、大宮台地西縁部の宮前遺跡、

城山遺跡、赤台遺跡、東禄部の生出塚遺跡、新屋敷遺

跡、埋没台地上の中三谷遺跡等ヵ渭窟認されている。

新屋敷遺跡て‘‘は昭和61年に市教育委員会が実施し

た第 1次調査て‘ナイフ形石器、尖頭器、大形剥片等が

発見されたのを端緒に、 C・D区の調査において埋没

谷の谷頭を囲む複数の石器集中・礫群の全容が明らか

にされた。黒耀石製のナイフ形石器、頁岩製の尖頭器

等の石器群がまとまって出土し、大宮台地北部におけ

る該期の良好な資料を提供した。

周辺ては新屋敷遺跡の南側に隣接する生出塚遺跡か

らナイフ形石器が出土しているほか、埋没台地上に立

地する中三谷遺跡からナイフ形石器、角錐状石器等が

検出され、武蔵野台地第IV下層に対比される良好な石

器群が出土している。また荒川左岸の赤台遺跡から出

土したナイフ形石器は、瀬戸内地方に特徴的な国府型

ナイフ形石器に類似しており注目される。

縄文時代の遺跡は、大宮台地の縁辺及び自然堤防上

に多くの遺跡が分布している。草創期の遺物には富士

山南遺跡から爪形文土器が出土している。早期の遺跡

は撚糸文系土器が馬室小校庭内遺跡から、押型文土器

が中三谷遺跡から出土し、権現遺跡、赤台遺跡て‘‘は条

痕文系土器を伴う住居跡、炉穴等が調査されている。

前期の代表的な遺跡としては赤台遺跡、 二本木遺跡、

城山遺跡等が知られている。中期の遺跡には中期前半

の大間原遺跡、中期後半の赤台遺跡からまとまった資

料が出土している。後・晩期の調査例には、埋没台地

上の中三谷遺跡と台地部の権現遺跡等からまとまった

資料が出土している。

新屋敷遺跡ては、今まての調査て‘C区から草創期の

石斧と有茎尖頭器が出土しているほか、中期の浅鉢が

埋没谷部分から発見されている。今回のD区の調査て‘‘

は上位段丘面縁辺に中期後半の住居跡 1軒が検出され

たのをはじめ、中期後半の土器を出士した土城 1基と

Tピット 14基力濯節忍されている。

弥生時代の遺跡が数多く分布する大宮台地南部に比

べ、台地北部における当該時期の遺跡分布はやや希薄

となる。市域ては登戸新田遺跡て‘‘、後期の方形周溝墓

が調査されているだけて‘‘、現状ては集落遺跡の調査は

ほとんどなされていない。

古墳時代における集落遺跡は、古墳時代前期の住居

跡が調査された宮前本田遺跡、大間原遺跡、馬室小校

庭内遺跡、下問遺跡、新屋敷遺跡等が知られる。新屋

敷遺跡て‘‘は現在まてに前期の住居跡が20軒以上調査

され、隣接する生出塚遺跡ても同時期の住居が4軒調

査されている。また前期から後期に継続して営まれた

集落として行田市築道下遺跡、鴻巣市赤台遺跡、中三

谷遺跡、生出塚遺跡等があげられる。

このうち生出塚遺跡は、新屋敷遺跡の南側に隣接し

本来は同一の遺跡群と把握されるものて‘‘、現在まての

調査て‘埴輪窯跡4閲し、エ房跡2基、粘土採掘壊 1基、

住居跡9軒、古墳跡18基等が検出されている。県内て‘‘

も有数の埴輪製作遺跡として知られ、埴輪窯だけてな

く工房や工人集落、粘上採掘堀など埴輪生産に関わる

一連の遺構が検出され、埴輪製作遺跡の全容が解明さ

れつつある。

生出塚遺跡から埴輪が供給された遺跡として埼玉古

墳群、笠原古墳群、小沼耕地遺跡等の元荒川流域の古

墳群が知られているほか、千葉県市原市山倉 1号墳、

市川市法皇塚古墳、東京都赤羽台古墳群等のような遠

距離の古墳にも供給された可能性が指摘されている。

また荒川に面した大宮台地西縁には馬室埴輪窯跡が所

在しており、埴輪の需給関係の様相の解明が今後の大

きな課題と言えよう 。

周辺の古墳群としては、北西約7.5kmに行田市埼玉

古墳群が所在しているのをはじめ、元荒川流域て‘‘は北

から吹上町袋・台古墳群、川里村舟塚古墳、鴻巣市箕

田古墳群、生出塚古墳群、安養寺古墳群、笠原古墳群、

騎西町小沼耕地遺跡、 菖蒲町東浦古墳、栢山古墳群、

蓮田市椿山古墳群等が所在している。

一方荒川流域て‘‘は北から鴻巣市糠田古墳群（消滅）、

馬室古墳群、北本市北袋古墳群、中井古墳群、八重塚

古墳群、桶川市川田谷古墳群等が台地縁辺部に連綿と

分布している。
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奈良•平安時代の遺跡は、調査例が少なく、調査例

の豊富な県北地域などと比較すると不明瞭て‘‘ある。大

宮台地て‘‘は本遺跡の他に椿山遺跡、氷川神社東遺跡な

どが大集落として知られている。いずれも平安時代を

中心とした集落遺跡てあって、奈良時代から平安時代

まて惰尉続するような遺跡は極めて少ない。

周辺の奈良時代の遺跡て‘‘は赤台遺跡、宮前遺跡、荒

川附遺跡などが知られている。このうち赤台遺跡ては、

8世紀前半の住居跡と掘立柱建物跡が検出されてい

る。

平安時代の遺跡て｀は、本遺跡の他に椿山遺跡、大山

遺跡、氷川神社東遺跡、東北原遺跡などが知られてい

る。これらの遺跡は、概ね 9世紀後半頃に形成され、

短期間て消滅する場合もあるが、多くは10世紀後半ま

て‘営まれている。本遺跡と椿山遺跡はともに100軒を

越える集落て‘あるが、 9世紀中頃から本格的に集落の

形成が始められ、 10世紀後半頃まて継続されている。

この間、出土遺物には様々な変化がみられる。遺物の

大半は土器て‘あるが、県内産を中心としながらも各地

からi般入されている。須恵器は当初は南比企産が主体

て‘‘、地域によって多少の差はあるが次第に末野産や常

陸新治産などの占める比率が高くなる傾向を示してい

る。

また、土師器は甕類が主体て‘ヽ、坪類も極少量含まれ

ている。また、須恵器、土師器の他に酸化焔焼成され

た土器群も含まれ、時代が新しくなるほど増加する傾

向を示している。東北原遺跡や御蔵山中遺跡などては、

酸化烙焼成土器の焼成遺構が多数検出され、須恵器生

産後の新たな生産体系の傍証となるものとして注目さ

れている。

一方、この時代て注目されるものに鉄生産があげら

れる。集落遺跡からはかなりの比率て‘‘鉄製品が出土す

る場合もみられ、本遺跡て‘も鉄製品の他に小鍛冶炉と

みられる遺構が検出されている。鉄製品は平安時代て‘‘

は、集落などを通して土器類と同様に相当流通してい

た可能性が劇く、奈良時代以上に鉄の普及が進んだこ

とを窺わせている。鉄生産に関連する周辺の遺跡て‘‘は

宮脇遺跡、大山遺跡などの製鉄炉、向原遺跡の炭焼窯

などがあげられる。

中世の遺跡て‘‘は、本遺跡の他に生出塚遺跡、中三谷

遺跡、石戸城遺跡、 菖蒲城跡などがあげられる。この

うち、新屋敷遺跡ては調査区境に方形にめぐる箱薬研

の溝跡が二重に検出されている。溝跡は堀跡と呼べる

規模の大きなものて、北西側が検出されたことになる。

さらに北側て‘‘は、常滑産の甕や中国産の青磁を伴う溝

跡も検出されている。

新屋敷遺跡の東約700mに位置する中三谷遺跡て‘‘

は、北辺て‘‘約107mの「コ」の字に巡る堀跡が検出され

ている。堀跡は台形に近い方形館の一部と推定され、

13世紀代の常滑産、渥美産の甕が出土している。新屋

敷遺跡との関連性は不明瞭て‘‘あるが、出土遺物の一部

は同時代のものて‘‘あり、今後の検討課題となりそうて‘‘

ある。

また、新屋敷退跡て‘‘は室町時代の遺物として、第二

次調査て‘‘金銅製懸仏が出土している。

近世の遺跡て｀は、本遺跡の他に鴻巣御殿跡、生出塚

遺跡、伊奈氏屋敷跡、閏戸多利遺跡などがあげられる。

いずれも江戸時代前半を中心とする遺跡て‘ヽ、本遺跡と

も立拉目離にあり、何らかの関連性も想定されるところ

てある。

新屋敷遺跡の位置する鴻巣宿は、中山道と川越から

通じる日光御成街道の交わる県内ても有数の宿場町の

一つてある。また、 『江戸図屏風』ては、右隻に街道（日

光御成街道または中山道）に面して建てられていた鴻

巣御殿が描かれ、当時の中心的な名所の一つとして捉

えられていたものと推定される。

鴻巣御殿跡は、新屋敷遺跡の南西約 1kmに位置し、

旧東照宮跡がその中心部分にあたると考えられてい

る。鴻巣御殿は文禄二年 (1592)に築かれ、 主に将軍

家が領内視察や鷹狩りの際に宿泊・休憩に使用したも

のてある。その後は鷹狩り場が将軍家から御三家へと

移行したのに伴い、 主に御三家などが利用したものと

みられている。 しかし、明暦三年 (1657)の大火を機

に鴻巣御殿は大半が取り壊されて、部材は江戸城の修
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第 3図 奈良•平安時代以降の遺跡等分布図
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復に用いられている。この頃から各地に築かれた御殿

や荼屋は次第に取り壊され、将軍綱吉の元禄年間に

なって、残存した関東近郊の御殿などとともに廃止さ

れたものと考えられている。

新屋敷遺跡に関しては、『新編武蔵風土記稿』の小名

新屋敷の項に「古へ鴻巣御殿在りし頃、御鷹部屋在り

し所」と記されており、鷹狩りに関連した施設が周辺

に存在したものとされている。

新屋敷遺跡て‘‘は、掘立柱建物跡、柵列、溝、井戸か

らなる遺構が多数検出され、出土遺物から多くは17世

紀後半頃につくられたことが明らかになった。遺構は

検出状況から遺跡全体の東側部分とみられ、さらに西

側には主要な建物群などが配置されていたものと想定
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第 4図 新屋敷遺跡の調査沿革図
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III遺跡の概要

新屋敷遺跡は、昭和60年に鴻巣市教育委員会による

第 1次調査が行われたのを契機として、平成 7年度ま

て‘‘に 7次にわたる発掘調査が実施され、これまて‘‘に

62,000面に及ぶ広大な面積が調査されている。

D区の発掘調査は第 7次調査にあたり、平成6• 7 

年度に実施された。調査の結果、先土器時代から縄文

時代、古墳時代、平安時代、中・近世の多数の遺構が

検出され、各時代とも内容の濃い複合遺跡て‘、あること

が明らかにされた。以下、時代順に調査成果の概要に

ついて説明する。

先士器時代は、調査区北側から湾入する埋没谷に面

する台地斜面部を中心に 3箇所の石器集中と 7基の礫

群が検出された。石器集中とi簗群は重複している場合

が多く、大きく 3つのグループに分かれる。石器集中

は広範囲に漫然と石器が分布していた。

出土した石器群は黒耀石製のナイフ形石器を主体

に、角錐状石器、掻・削器、彫器、 ドリル、石核等が

発見された。

縄文時代は中期後半の住居跡 1軒と土壊15基が検

出された。住居跡は楕円形の平面形態て‘ヽ、地床炉をも

つものてある。現状て‘‘は台地斜面部に単独て‘‘分布して

いるが、隣接する第60号墳の周溝覆土中からはまと

まった量の縄文土器が出土しており、本来は台地斜面

部を中心に縄文時代の遺構の分布が広がっていたもの

と想定される。

土壊は中期後半の土器を出土した第420号土堀と 14

基のTピットが検出された。Tピットは上位段丘面を

中心に広く分布している。

古墳時代前期の遺構は、調査区中央の東寄りから住

居跡 1軒が検出され、 C区から広がる当該期の住居跡

群の一端が明らかにされた。住居跡は正方形プランて‘‘

四本柱穴を有する一辺6mほどのものてある。

遺物は有段口縁壺、甕、鉢等が少量検出され、五領

式期終末段階に位置づけられる。

古墳時代後期は帆立貝形前方後円墳を含む25基の

古墳跡が調査された。これまての調査成果を踏まえる

と総数10但店を優に越す、元荒川流域最大の古墳群て‘‘

あることが判明した。

帆立貝形前方後円墳の第60号墳以外は、すべて墳丘

径10~13mの円墳て‘、そのほとんどが周溝の一部を掘

り残してブリッジを作り出していた。ブリッジは西側

を向くものが多く、その周辺からは供献土器や滑石製

紡錘車が多数出土している。

出土した土師器は鬼高 I式の模倣坪を主体とし、 高

坪、壺、直口壺、甕などが出土している。他に第60• 

63号墳からは須恵器の厄や高坪 (TK23~47型式併

行）が出土しており、古墳の築造時期を示す貴重な資

料として注目される。

平安時代は上位段丘面を中心に分布する住居跡69

軒、井戸 3基が調査され、 9世紀後半から 10世紀前半

にかけて営まれた大宮台地北部における中核的な集落

の実態が明らかにされた。

中・近世の遺構は掘立柱建物跡1st東、柵列跡13条、

井戸、溝、上壊等が検出された。これまての調査成果

から掘立柱建物跡や柵列跡、井戸等によって構成され

た17世紀後半～18世紀初め頃の屋敷跡と思われる遺

構が検出された。

出土遺物は17世紀後半から 18世紀前半を中心とし

た肥前系、i頼戸 ・美濃系の陶磁器をはじめ、漆椀、か

わらけ、鉄製品、古銭等が出土した。

このように新屋敷遺跡は、先土器時代から既に人々

が生活の痕跡を残し、その後、縄文時代、古墳時代、

平安時代、中・近世の各時代にわたって、ムラとして、

古墳群として、さらには屋敷地と性格を大きく変えな

がら利用されてきたことが、これまての調査成果によ

り明らかにされている。
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第 5図 遺跡周辺の地形図
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第 6図 新屋敷遺跡全体グ リッド配置図
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発掘主体者

1 • 2 • 5次調査：鴻巣市教育委員会

3 • 4 • 6 • 7次調査 (A~D区） ：財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

新屋敷遺跡の調査

0 50 
l l l 1 2500 

調査地点 所在地 調査期間 面積 発掘主体者 調査原因 調 査 概要

第 1次 東 4丁目 昭60.8.1 1, 200m' 鴻巣市遺跡調査会 道路建設 旧石器ユニット 1、古墳跡3、住居跡3、土壊、溝
504-1 ～昭60.10.2 

第 2次 東 4丁目 昭62.3.17 1, 000m' 鴻巣市遺跡調査会 宅地造成 古墳跡3、住居跡1、埴輪棺1、構堀、柵列跡、井戸、
471-3 ～昭62.5.20 土猥、地下室、溝

第 3次 東 4丁目 平36.1 6,300m' 埼玉県埋蔵文化財 警察署建設 古墳跡8、住居跡11、掘立柱建物跡1、井戸、土塘、
(A区） 384-1 ～平4.3.31 調査事業団 地下式堀、溝

第 4次 東 4丁目 平36.1 4, 500m' 埼玉県埋蔵文化財 保健所建設 古墳跡8、掘立柱建物跡2、土壊、溝
(B区） 384-1 ～乎4.3.31 調査事業団

第 5次 東 4丁目 平3.12.2 1,721m' 鴻巣市教育委員会 道路建設 住居跡3、掘立柱建物跡2、柱穴列1、井戸、土壊、溝
384-8 ～平42.20 

第 6次 東 4丁目 平54.1 25,670m' 埼玉県埋蔵文化財 宅地造成 石器集中6、礫群10、古墳跡36、埴輪棺l、住居跡38、
(C区） 384-1-2 ～平6.7.31 調査事業団 掘立柱建物跡10、柵列跡12、井戸、土堀、溝

第 7次 東 4丁目 平67.1 22, 000m' 埼玉県埋蔵文化財 宅地造成 石器集中3、喫群7、古墳跡25、住居跡71、掘立柱建
(D区） 384-12 ～平7.930 調査事業団 物跡18、柵列跡13、井戸、 士壊、溝
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第 7図 新屋敷遺跡 D区全体図

3.0m 
1 ; 1200 

-14-



IV先土器時代の調査

1.調査の概要
今回の調査て‘検出された先土器時代の石器群は、隣

接する C区と同じく岩宿II期が主体て‘‘、石器集中 3箇

所、i槃群7基が検出された。これにより新屋敷遺跡全

体て‘石器集中 9箇所、i業群17基を検出したことになる。

また黒耀石製の尖頭器がY-14グリッド付近から単

独て出土した。

石器集中及びi槃群は、調査区の北端から C区中央部

に湾入する埋没谷に面した台地斜面部に 3つのグルー

プを形成しながら分布していた。 C区の調漆成果と考

え合わせると、埋没谷の谷頭を取り囲むように幾つか

のまとまりをもった石器群が、連続して分布する状況

が窺われる。

石器集中 7は調査区中央東寄りのU • V-18グリッ

ドに位置し、i業群12の分布と重複する。8点の石器が

出土し、器種の内訳はナイフ形石器 1、角錐状石器 1、

掻・削器1、泉lJ片 2、砕片 3て‘‘ある。石材はすべて黒

曜石て‘ある。

石器集中 8は調査区中央のX• Y-15グリッドに位

置し、埋没谷から最も離れた台地部に分布する。i槃群

13と重複し、76点の石器が出土した。黒耀石のナイフ

2.層位
土層の堆積は， C区の基本層序に近似している。

第I層：表土（耕作土）

第Ila層：褐色土 ローム粒子を少鼠含む

第Ilb層：暗褐色土 ローム粒子を少量含む

第III層：暗灰褐色土黒色土ブロック、白色粒子を多

量に含む (As-YP層）

第IV層：黄褐色土ハードローム層（As-OP2混在）

第V層：暗黄褐色土 白色粒子を多く、赤色粒子を少

量含む

(IV・ V層から石器は出士する）

第VI層：黄褐色土 臼色粒子を多く含む

(IV・ V層は色調が暗く、黒色帯と思われる）

形石器2、掻・削器2、彫器 1や黒色頁岩の石核等が

出土した。

石器集中 9は調査区北側のAA・ AB-18グリッド

に位置し、i業群15• 16と分布が重複する。今回の調査

て‘‘は最多の90点の石器を数え、黒耀石のナイフ形石器

10、掻・削器2等が出士 した。このほかにi類詳と 重複

した状態て‘‘ナイフ形石器、角錐状石器、 ドリ）レ、敲石、

磨石、石核等が出土している。

i業群は石器集中と同じく 3つのグ）レープに分かれて

分布し、調査区中央部東側の礫群11・12、調査区中央

部のi槃群13、調査区北側のi業群14~17に区分される。

i業群の密度は、i築群14以外は全体に散漫に広がってい

る。礫の総数は820点を数えるが、ほとんどが小礫て‘‘、

接合する資料は少ない。また、接合関係はi築群内て｀完

結するものがほとんどて‘‘、i槃群間て‘の接合はほとんど

みられなかった。

i類詳の石材組成は、チャートが55.3％て最も多く、

次いて砂岩が29.0%、安山岩が13.1%となる。この三

者て‘全体の97.4％を占め、ほかにホ）レンフエルス、メ

ノウ、石英、頁岩等がみられた。

第VIia層：暗黄褐色土 白色粒子を多く含む、ブロッ

ク状になる部分もあり、赤色粒子を少盤含

む

第Vllb層：暗黄褐色土 白色粒子が多く混入、黄褐色

ブロックを含む

第VII曝：褐色土赤色粒子、白色粒子、褐色ブロック

を含む

第IX層：暗褐色土 赤色粒子を多く含む

(VIII・ IX層は黒色帯）

第X層：明黄褐色士粘性が強い

『新屋敷遺跡C区』（事業団報告書第175集）より転載
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第 8図 先土器時代調査区及び石器・礫分布図
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器種組成表

ナイフ 角錐状
掻・削器 ドリJレ 彫器 尖頭器 石核 剥片 砕片

プランティン
敲石 磨石 合計

形石器 石器 グチッフ゜

石器集中 7 1 1 1 2 3 8 

石器集中 8 2 2 1 2 26 43 76 

石器集中 9 10 2 3 29 45 1 90 

合 計 13 1 5 

゜
1 

゜
5 57 91 

゜゜
1 174 

ナイフ 角錐状
掻・削器 ドリル 彫器 尖頭器 石核 剥片 砕片

プランティン
敲石 磨石 合計

形石器 石器 グチップ

U-19 1 1 

V-18 1 1 

V-19 1 1 1 1 4 

W-18 1 1 

X-14 1 1 2 

X-15 2 2 4 

Y-14 1 1 2 4 

Y-15 2 1 3 

AA-18 3 1 3 2 2 11 

AB-18 1 2 3 4 2 12 

AB-19 1 1 

AB-20 1 1 

AC-18 1 5 1 7 

その他 6 2 6 1 7 35 28 2 87 

合 計 12 3 8 2 

゜
1 ， 51 45 2 1 5 139 

石材組成表

黒耀石
ガラス質

黒色頁岩 珪質頁岩 頁 岩 チャート ホルンフェルス シルト岩 緑色岩 安山岩 合計
黒色安山岩

石器集中7 8 8 

石器集中 8 63 7 6 76 

石器集中 9 82 4 2 1 1 90 

合 計 153 

゜
7 

゜ ゜
10 2 1 

゜
1 174 

黒耀石
ガラス質

黒色頁岩 珪質頁岩 頁岩 チャート ホルンフェルス シルト岩 緑色岩 安山岩 合計
黙色安山岩

U-19 1 1 

V-18 1 1 

V-19 2 1 1 4 

W-18 1 1 

X-14 2 2 

X-15 1 1 2 4 

Y-14 4 4 

Y-15 2 1 3 

AA-18 8 1 2 11 

AB-18 ， 1 2 12 

AB-19 1 1 

AB-20 1 1 

AC-18 6 1 7 

その他 81 1 5 87 

合 計 118 1 4 1 1 7 1 

゜
1 5 139 
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3.石器集中

D区は石器集中 3箇所が検出された。それぞれの石

器集中は40m前後の距離にあり、i業群と緊密な関係が

みられる。

石器集中 7（第9図） U18-22グリッドを中心に南北

3m、東西2.5mの範囲に散漫に分布し、i業群12と一部

重複する。i槃群11が北東側に近接している。石器の総

数は 8点と少ないが、 D区から出土した角錐状石器2

点が本石器集中及びi業群11から検出されている。石材

はすべて黒耀石が使われている。

石器集中 8（第10図） X15-24グリッドを中心に南北

6m、東西6mの範囲に分布する。i業群13が南側に一

部重複している。石器は総数76点と石器集中 9と比べ、

それほど差がないが、製品の数は明らかな違いがある。

出土器種は彫器及び彫器のブランクになると思われる

ものと、西側に少し離れて敲石が出土している。石器

第 9図石器集中 7

石材は黒耀石を主体に、黒色頁岩とチャートが用いら

れている。

石器集中 9（第1|図） AB18-15グリッドを中心に南

北6m、東西6mの範囲にまとまっているが、東側に

一部重複する礫群14及び南側に一部重複する礫群15

の中から石器が検出されている。また、北側に少し離

れる礫群17の範囲からもナイフ形石器 1点が検出さ

れている。

石器の総数は90点て‘‘、器種組成はナイフ形石器10

点掻・削器2点、磨石 1点と D区の中心的な存在て‘‘

ある。また、 一部重複するli槃群14• 15の中からもナイ

フ形石器、磨石等が検出されており、本石器集中の広

がりを大きく捉えるべきかもしれない。石器石材は黒

耀石を主体にチャート、ホJレンフェルスが少鼠用いら

れている。
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第10図 石 器集中 8
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第11図石器集中 9
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4. 出土石器

新屋敷遺跡D区から検出された石器総数は313点

て‘‘、その内、石器集中から174点、i槃群等のグリッドか

ら52点、古墳の周溝等の覆土から87点が検出されてい

る。古墳等のプライマリーな状態を離れているものも

含め、検出された範囲が限定さていることから、ほと

んどが（尖頭器を除いて）同一時期のものと思われる。

器種の組成については一覧表に記載したのて‘‘、以下個

別の器種の説明を行う（第12~19図）。

ナイフ形石器 (I~20) 石器集中から13点、グリッド

から 12点の合計25点のナイフ形石器が検出された。そ

のうち欠損のため全体の形状が不明確なものを除いた

20点を図示した。石材は古墳の周溝から検出された15

を除くとすべて黒耀石が用いられている。

ナイフ形石器の形態は、先端が尖り基部が比較的丸

くなる 1~15をa類、台形状となり刃部が幅狭て‘‘器軸

に直交する 16~20をb類に大別てきる。

a類）形態的には多様て‘あるが、幾つかの視点から

特徴を観察してみる。索材剥片は縦長剥片と横長剥片

（幅広剥片）の区別が不明確な部分もあるが、比較的

縦に用いる 1~4、7、9~15と横に用いられた5、6、8に

分けられる。

縦長剥片を素材とするもの。基部方向からの剥片を

索材とするものは2、3、4、11~13の6点てある。打面

を残すものは、原石面を打面とする3、13と剥離面を打

面とする4、11、12があり、打面を除去しているのは2

だけてある。

先端方向からの剥片を素材としているものは1、7、

9、10、14の5点て‘すべて打面は除去されている。

横長（幅広）剥片を素材とするものは、索材剥片が

右側縁方向から剥離の5と、左側縁方向からの6、8に分

けられる。打面は除去した5、6と原石面の打面を残す

8に分かれる。

外形は、左右対称て‘‘基部が丸くなるものは1、2、7、

11、13の5点がある。両側縁が平行し刃部は偏刃状に

なるもの3、4、5、6の4点て‘‘、内5、6は横長（幅広）

剥片を素材としている。先端が尖頭状になるもの

8~10、12の4点て‘‘、内 8が横長（幅広）剥片を素材と

している。平行四辺形となる 15は石材がチャートて‘‘、

出土状況が古墳周溝覆土てあるため、同一時期のもの

てあるか疑問て｀ある。

刃部は右刃が5、8、9、13、15、左刃が1~4、6、7、

10、11、12、14てある。

b類）外形は長方形となる 16、18、20と三角形状の

17、19の2つに分かれる。素材剥片は右側縁方向から

の17、18と左側縁方向からの16、19、20がみられる。

刃部は右刃が16、17て‘‘左刃が18~20て‘‘ある。

角錐状石器 (21~24) 21は先端を若干欠損する。外

形は最大幅が基端部付近にあり、 左右対象て‘三角形状

てある。横断面は基部付近が台形、先端部は三角形を

呈 している。

22は先端部を欠損する。外形は甚端部が僅かに尖り、

左右対称てある。調整加工は右側縁が規格的な剥離て‘‘

丁寧に作られているのに対し、左側縁は 1回の剥離に

よって大まかに作られ、細かい剥離によって整えられ

ている。横断面は基部付近が台形、先端が三角形を呈

している。

23は先端部を若干欠損する。上の 2点と比べると作

りは粗い。横断面は三角形を呈 している。

24は正面に原石面、 裏面に主要剥離を大きく残し、

調整加工は右側縁の一部に施されている。角錐状石器

の未製品と思われる。

ドリル (25~26)

25は打面部を取り除くように、裏面から正面に調整

剥離を施し、錐部を作り出している。

26は正面に原石面残した剥片の打面部を除去 し、 素

材剥片を横に用いて、端部に僅かに錐部を作り出して

しヽる。

彫器 (27) 正面下半分に原石面を残し、右側縁に調

整加工が施されている。彫刀面は左側縁に基部の中程

まて施す。彫器と分類したのはこの 1点のみてあるが、

-21-



第12図石器実測図(I)
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第13図石器実測図(2)
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第14図石器実測図（3)
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第15図 石器実測固(4)
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第16図石器実測図（5)
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第17図 石器実測図（6)
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第18図 石器実測図（7)
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第19図石器 実 測 図（8)
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32は左側上縁から小さな樋状剥離が施されており、彫

刀面打面の作出を意図したものかもしれない。

石核 (40~42) 石核は剥片類に対し点数が少ない。

また、石核と分類したものは最終的な残核と思えるほ

ど、小さく形状が不整形て‘‘あるものが目立つ。比較的

形状の整ったものを図示 した。

40は黒色頁岩製の大形の石核て‘‘ある。打面は単剥離

面て‘‘作業面を正面としている。剥離された剥片は幅広

の縦長剥片になると思われる。

41は裏面に原石面を残し、作業面は正面に限定して

いる。オ丁面は単剥離面て‘‘作業面の状況から小形の縦長

剥片を連続して作出していたと思われる。

42は円礫を 2つに分割し、分割面を打面に横広剥片

を剥がしている。ナイフ形石器等の素材となった剥片

類は、この様な石核から取られたものが主に用いられ

たと考えられる。

剥片（32~39、43~47) 剥片は102点 砕片は136点

が検出され、石器組成の中て‘占める割合は76％てある。

主体を占める黒耀石は、剥片と分類したものも小形の

ものが多く、砕片の区分は難しかった。図示したもの

は、比較的大形て‘‘形状の整ったものに限ったため、長

軸が1: 1から縦長状のものが多くなったが、小形の

5.器種別分布
D区から検出された石器群は、石器集中を中心に礫

群及び周辺のグリッドから出土している。また、石器

集中及びi槃群は、約40mの距離て‘‘3箇所に分けること

がてきる。石器集中 7とi業群11・12をグ）レープa、石器

集中 8と礫群13をグ）レープ b、石器集中 9と礫群

14~17をグ）レープ C として検討する。

ナイフ形石器 ナイフ形石器は25点て‘‘、D区の主体

的な器種て‘‘ある。25点の内、プライマリーな状態て‘‘19

点、残りの 6点は古墳の周溝等から検出されている。

形状の分かるものは実測図を掲載しているのて‘‘、その

分類にしたがって、分布状況を観察する。

a類は11点と点数的にまとまっているが、すべてグ

）レーフ C゚からの出土てある。

ものは幅広の剥片が目につく 。

接合資料 (43~47) 接合資料は 2例のみてあった。

いずれも石器集中 9と近接する礫群内て‘‘完結してい

る。43~46は正面に原石面を残す剥片の接合て‘‘、縦長

剥片を連続的に剥離している。原石面の状況から亜角

礫に近い原石が用いられたと思われる。

47は正面に原石面を大きく残す厚手の剥片が、 2つ

に欠損した接合例て｀ある。

敲石 (48) 上半部の一部を欠損するが、拳大の楕円

礫が用いられており、長軸の一端に僅かな敲打痕がみ

られる。D区の敲石はこの 1点のみて‘‘、出土状況が、

石器集中から少し離れて単独て‘‘出土しているなど興味

深い。

磨石 (49~53) 拳大の楕円礫が用いられ、正面及び

両面に僅かに磨痕が観察て‘‘きる。検出状況は石器集中

9とそれと隣接するi槃群14・15にまとまっている。

尖頭器（54) 先端と基端を欠損するが、全体の形態

は認識てきる。正面左側に樋状剥離が施され、 裏面下

半分右側に原石面を残している。調整加工は裏面が平

坦て‘ヽ 、正面の剥離は中央部まて‘‘達し稜線を作っている。

そのため横断面は凸レンズ状になっている。

b類は 5点と a類と比べ点数は少ないが、その分布

範囲は広く、グループa・ bから少数て‘あるが検出さ

れている。

角錐状石器全体て‘4点検出された。その内、プラ

イマリーな状況て出土したのは 2点てある。いずれも

グループaに属している。

彫器 明確に彫器といえるのは 1点のみて‘‘あるが、

剥片Y15-7をブランクとして捉えれば 2点と考えら

れる。いずれも、グルーフobからの検出てある。

ドリル 2点出上したが、プライマリーな状況て｀検

出されたのはグループCの1点のみてある。

敲石グループbの1点のみてある。

磨石 6点ともグルーフoCにまとまっている。

-30-



第20図器種別分布図(I)
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第21図器種別分布図(2)
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各器種の分布状況を検討したが、角錐状石器、彫器、

敲石、磨石等が 1箇所のグループのみから検出されて

いる。それに対し、ナイフ形石器は a類がグルーフ°c

に限定され、 b顆はグループCを主体にしながらも、

6.礫群
D区からは礫哨7基が検出された。i類詳は石器集中

と関連性をもって、約40mの距離て‘‘3つのグループが

みられる。グルーフoaは石器集中 7と分布が一部重複

及び隣接して媒哺羊11と12の2基がまとまる。グルーフ゜

bは石器集中 8に一部分布が重複して礫群13がみら

れる。グルーフ C゚は石器集中 9と分布が一部重複及び

隣接して礫群14~16と少し離れる礫群17が分布して

しヽる。

礫群11（第22図） V19-5グリッドを中心に、南北約

グループa • bに分布している。今後、 C区の出土状

況も合わせて、谷を囲む場の利用と石器分布のあり方

を検討する必要がある。

3.2m、東西約2.5mの楕円形に分布している。

礫の総数は54点て石材は砂岩を主体にチャート、安

山岩が用いられている。i築群からはナイフ形石器l点と

角錐状石器1点が検出されており、石器集中 7との関連

性が窺える。

礫群12（第23図） UlS-25グリッドに位置し、南北約

4m、東西約 3mの範囲に散漫に分布しているが、東

西方向に帯状に比較的まとまっている。分布は石器集

中7と一部重複している。
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第23図 礫群12
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礫の総数は72点て‘‘チャートを主体に砂岩、安山岩が

用いられている。

石材組成表

礫群13（第24図） Xl5-14グリッドを中心に南北約

4.5m、東西約 5mの広い範囲に散漫に分布している。

石器集中 8と一部分布範囲が重複している。

礫の総数はllO点て‘‘、チャート を主体に砂岩、安山岩

が用いられている。

礫群14（第25図） AA18-22グリッドを中心に南北約

約 4m、東西約3.5mの範囲に幾つかのまとまりを

もって分布する。石器集中 7とは東側に隣接している。

分布の状況をもう少し観察すると、 北東部に暦石と

ナイフ形石器、石核等の小さなまとまりがあり、

の磨石の多くがここから検出されている。

礫の総数は280点て‘‘、

D区

D区ては最大規模の礫群てあ

る。石材はチャート を主体に砂岩、安山岩等複数が用

ホルン
チャート メ／ウ 安山岩 砂岩 石英 頁岩 合計フェルス

礫群11 14 14 26 54 

礫群12 45 ， 18 72 

礫群13 56 24 30 110 
礫群14 4 162 1 26 82 4 1 280 
礫群15 77 13 25 4 2 121 

礫群16 1 26 3 3 33 
礫群17 16 5 24 1 46 

合計 5 396 1 94 208 ， 3 716 

ホルン
チャートメノウ 安山岩・ 砂岩 石英 頁岩 合計

フェルス

Ul9 1 1 2 

Vl8 4 2 6 

Vl9 1 2 3 
Xl5 3 6 4 13 

Yl4 4 4 8 

Yl5 5 5 

Yl7 6 2 8 
AA18 1 5 6 12 
AA19 2 2 
AB18 20 5 12 37 
AC18 1 1 5 7 
AC19 1 1 

合計

゜
38 

゜
28 38 

゜゚
104 
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第24図 礫群13
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いられている。

礫群15（第26図） AAlS-18グリッドを中心に南北約

3.5m、東西約5mの範囲に散漫て‘‘はあるが、幾つかの

小さなまとまりをもって分布している。石器集中 9と

は分布が一部重複し、i類詳14とは東西の位置に隣接し

ている。東側にあるまとまりからナイフ形石器、磨石

等が検出されている。礫の総数は121点て‘‘、チャート を

主体に砂岩、安山岩が用いられている。

礫群16（第26図） AB18-14グリッドを中心に南北約

9の北側に隣接している。

礫の総数は33点と少なく、石材はチャート を主体に

安山岩、砂岩が用いられている。

礫群17（第26図）

mの円形に密集している。石器集中 9とは、北側に若

干離れており 、

AC18-lグリ ッドを中心に径約0.8

ナイフ形石器が中心部から、砕片、磨

石等が周辺から出土 している。

礫の総数は46点と狭い範囲の割りに多い。石材は砂

岩を主体にチャート 、安山岩が用いられている。
1.5m、東西約1.5mの狭い範囲に分布する。石器集中
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第25図 礫群14
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礫の接合（第27図） 礫の接合状況はi業群内て‘‘完結す

るものがほとんどて‘ヽ、グループを越えてまて‘‘接合する

ものはない。且弾交的接合率の高いi業群17は、狭い範囲

ての接合がみられた。一方、i槃群14とi槃群15てはi槃群

間を含み広い範囲て‘‘の接合状況がみられる。
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